
様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出善（保管事業者及び所有事業者用）
年 月 日

殿金沢市長

石川県金沢市兼六元町14z21:
届出者 敬愛病院
住所 医療法~人社団和宏会

蕊事長ゴー用~F禾口,之氏名
（法人にあっては、名群及び代表者の氏名）

電話番号 《O'76)222－1SO1

項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条に
の規定に基づき、令和6年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ピフェニル廃棄物について
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②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物
量廃棄物の型式等

保管開始
理由

保管開始
年月日

濃度
区分

参考事項
表示記号
等

台数又は 総重量
( 1台当たり

容器の数 璽肚×台敬）I’廃棄物の種類 定格
容量

番号 型式 ｜製造年月製造者名

’ 電気室にて保管~5-001 経年劣化にて不使用低濃度 2023.9.26コンデンサー

(3kg以上）
東芝 | BRTR-A6JRI M385 1不燃(性)油 1 台38. 0 kg

75 KVA

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

‐ ’ 『 廃棄物の型幸等，－，._早…』犀~雁終了|保管終了 |移動先空爆管⑫栩艸移動先の保管の場所並びに保管終了
理由

保管終了
年
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|
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重避×台数）容器の数月

示記号
等

廃棄物の種類番号 定格

容量
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④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフェニル廃棄物
自ら処分した場合 「 処分を委託した場合 ~~量廃棄物の型式等
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2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

敬愛病院

金沢市兼六元町14番21号

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

~

|電話番号」電話番号

’ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理~ 責任者の職名及び氏名

076-222-1301
用務員黒田義貝|」

’地下電気室所在の場所

(高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。 ）

廃棄の見込み 量
総重量

表零号|廃慧定｜ 処分難と② 台数又憾 （1台当た
調整状況 容器の数 mm×台欲

総重量
（1台当た

台数又は
容器の数

処分業者との
調整状況

廃棄予定
年月

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品
製品の型式等

濃度
区分

参考事項
り
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’
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’
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用

今
1 ロ 360.0 kg ’5-002

不燃(性）
油

低濃度

’
l.979年

東芝 | HCR-S'変圧器（トランス） KVA100

’1

1
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②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）
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③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品
製品の型式等 量 ’－－_._ | =~,__ |"…"ー匡宰”製品の型式等

移動先の所在所有終了所有終了

■

の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地理由年月日

参考事項｜
桃
擢

総重蹴
（1台当たり
蔽餓×台数）

台数又は
容器の数

表示記号
等

製品の種類番号 型式製造年月製造者名

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ピフエニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフエニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地jの柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号jの欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5~ 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の棚には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている『定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式.l、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7~ 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフエニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12~ 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフエニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の棚には、保管中のポリ塩化ビフエニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。



(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフエニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する_上で参考となる事項を記入すること （例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kgj 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフエニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ピフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフエニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ピフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフエニル使用製品については、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」 とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフエニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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報告書発行番号 023-P1141号
発行年月日 2023年9月26日

分析結果報告書

＝

.ス株式会社

霧
敬 愛 病 院 御中

保全グループ
三郷3番地

ｌ

；

一

御依頼を受けました試験の結果は、下記の通りであることを報告いたします。

記

受取年月日

試 料 名

試験の対象

試験の方法

2023年9月19日

絶縁油

PCB

絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル（第3版) 2． 1.2

加熱多層ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑ/ｱﾙﾐﾅｶﾗﾑ/ｷｬﾋﾟﾗﾘ､-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ/電子捕獲型検出器法

’
分析法検出下限値(MDL)

0．15mg/k9
試験の結果 3.1mg/k9

所 ｜敬愛病院
者 北陸電気保安協会北村智

時 2023年9月9日 15:00

採取場

採取

採取日

へ

名 称 ｜変圧器
(廃棄物の種類） ｜ －

ｌ
ｌ
ｉ
ｌ

機器重量

油 量

東芝

1979年

HCR-S2

79040313

360kg
一

900

製造者名

製造年月

型 式

製造番号

消防法で定める
危険物の品名

~

その他

定格容量: 100kVA

電圧;6.6kV

~



報告書発行番号 023-P1139号
発行年月日 2023年9月26日

分析結果報
生
ロ
室
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’
一

膣瀕含竺日本海敬 愛 病 院 御中

鋪 蕊 三郷3番地

扇

へ

御依頼を受けました試験の結果は、下記の通りであることを報告いたします。

記

受取年月日

試 料 名

試験の対象

試験の方法

2023年9月19日

絶縁油

PCB

絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル（第3版) 2.1.2

加熱多層ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑ/ｱﾙﾐﾅｶﾗﾑ/ｷｬﾋﾟﾗﾘｰｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ/電子捕狸型検出器法

|斎析法麓職《州
分析法検出下限値(MDL)

0.15mg/k9｜ 試験の結果 ’試験の結果 ~~Ｉ26mg/k9

採取場

採取

採取日

敬愛病院

北陸電気保安協会北村智

2023年9月9日 15:00

所
一
者
一
時

へ

名 称 ｜ コンデンサ
(廃棄物の種類） ’ 一

製造者名

製造年月

型 式

製造番号

東芝

1973年4月

BRTR-A6JR

73506576

量

量

一
星

器機

油

38kg
－~

消防法で定める
危険物の品名

その他

定格容量: 75kVA

電圧:6.6kV


